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平成１９年 平成2０年 平成2１年 平成22年 平成2３年 平成2４年
① 流動資産 ４１，１６６ ４０，０６０ ３５，４１３ ４８，３４１ ３１，４2７ ４３，１０６
② 総負債 ３５，１０５ ３１，３３４ 2５，１１７ ３７，１３０ ３０，５４７ ３９，７８０
③ 利益前自己資本 ６０，９０４ ６１，６４１ ６５，９５2 ６６，１１５ ６４，８５６ ６５，９８９
④ 固定資産 ６５，４４４ ６４，2９７ ５６，222 ５５，１６６ ６４，５０４ ６３，０2１
⑤ 総収益 １2０，４５７ １2６，４０８ ９９，１９３ ８９，９2６ ８７，６６１ ６３，０2１
⑥ 総費用 １０９，８５６ １１５，０2６ ９８，６2７ ８９，６６４ ８７，１３３ ８８，０８2
負債安全比率＝①／②×１００＞１００％ １１７．2７％ １2７．８５％ １４０．９９％ １３０．１９％ １０2．８８％ １０８．３６％
利益安全比率＝⑤／⑥×１００≧１００％ １０９．６５％ １０９．８９％ １００．５７％ １００．2９％ １００．６１％ １００．４１％





















⑤ 図 ₆の第 ₂区分には当期純利益₁₀︐₆₀₁億円が表示されており、本来であれば当期利益
₁₀︐₆₀₁億円は株主への配当金、税務当局への税金、内部蓄積資金として、まずは企業内
に留保されるべきである。





流動資産（４１，１６６） 第 １区分（流動資金） 総負債（３５，１０５）
（☆６，０６１）
６，０６１
総費用（１０９，８５６） 第 2区分（利益資金） 総収益（１2０，４５７）
（１０，６０１）
４，５４０
















流動資産（４０，０６０） 第 １区分（流動資金） 総負債（３１，３３４）
（☆８，７2６）
８，７2６
総費用（１１５，０2６） 第 2区分（利益資金） 総収益（１2６，４０８）
（１１，３８2）
2，６５６









総費用（９８，６2７） 第 2区分（利益資金） 総収益（９９，１９３）
（５６６）
９，７３０














総費用（８９，６６４） 第 2区分（利益資金） 総収益（８９，９2６）
（2６2）
１０，９４９









総費用（８７，１３３） 第 2区分（利益資金） 総収益（８７，６６１）
（５2８）
３５2

































総費用（８８，０８2） 第 2区分（利益資金） 総収益（８８，４４０）
（３５８）
2，９６８




































金流図」と呼称している。この ₂つの先行研究では、 ₂期間比較の ₂期型の「資金流図」が開発されている。しかし、筆者の場合
は ₁期型の「資金収支分析図」である。
　　 　この先行研究の「資金流図」は、三苫夏雄［₁₉₈₆］₁₆₀頁において、コール（W. M. Cole）の “Where-got, Where-gone Statement”
にその淵源がある旨の記述がある。すなわち、三苫夏雄［₁₉₈₆］₁₆₀頁の ₂期型資金流図は、W. M. Cole［₁₉₀₈］₈₆頁の比較貸借
対照表と₁₀₁頁の資金運用表に淵源がある（三苫夏雄［₁₉₈₆］₁₆₀頁）。
₈） 資金収支状況に関して、黒澤　清［₁₉₅₈］によれば、資金理論の先駆的役割を果たしたのはイギリスのタガート（Taggart, 
P.［₁₉₃₄］Profits and Balance Adjastments）である（黒澤　清［₁₉₅₈］₁₁₃頁）。
　　 わが国では資金理論といえばバッターが広く知られている。黒澤　清［₁₉₅₈］₁₃₆頁において、バッターが資金運用表を改善する
方法で、資金運用表と損益計算書との結合を行い（Willam Ｊ. Vatter “The Fund Theory off Its Implications for Financial Reports,” ₁₉₄₇, 
P.₇₆.）、損益計算書に資金的観点を導入したと指摘している（黒澤　清［₁₉₅₈］₁₂₁頁）。しかし、筆者が本稿で提示した「資金収







　　石内孔治［₁₉₉₉ｂ］「企業の財務状態に関する勘定分析（ ₂）」『久留米大学商学研究』第 ₅第 ₁号、₄₉⊖₁₃₀頁。
　　石内孔治［₂₀₀₁ａ］「 ₁期型勘定流図について―負債一括型―」『久留米大学商学研究』第 ₆巻第 ₂号、₂₃⊖₈₄頁。
　　石内孔治［₂₀₀₁ｃ］「 ₁期型勘定流図―損益方式―について」『久留米大学商学研究』第 ₇巻第 ₂号、₆₇⊖₁₃₂頁。
₉）資金収支分析図の類型に関する詳細は、以下を参照されたい。
　　石内孔治［₂₀₀₀］「財務状態判定のための勘定流図」『新しい社会をひらくビジネス研究の課題』白桃書房、₁₃₇⊖₁₆₆頁
　　石内孔治［₂₀₀₁ｂ］「 ₂期型勘定流図について」『久留米大学商学研究』第 ₆巻第 ₁号、₇₉⊖₁₃₆頁。
　　石内孔治［₂₀₀₁ｄ］「二期型勘定流図」について―自己資本方式―」『久留米大学商学研究』第 ₇巻第 ₁号、₄₃⊖₉₃頁。
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